
「皆さんでご一緒に万歳三唱」
100名を超える方が参加された敬老会

町

極

京
議会での主な審議内容をお知らせします

2023年（令和５年）９月定例会号議会だより 第184号

定例会・決算特別委員会が
行われました

第
３
回

2
ページ

町のお金の使われ方を
議員がチェック！

決
算
認
定

５
ページ

ズバリ聞く！京極町のいま・これから

一  般  質  問
10
ページ

みんな集まるって楽しいね♪みんな集まるって楽しいね♪

「 創
つくる

〜１人ひとりが主人公〜」
京極中学校文化祭

「♪ドラえもん」
京極保育園生活発表会

「楽しもう。はずかしがらず 本気の力でやりきろう。」
京極小学校学芸会

議会に関する情報は、
町のホームページでも
公開しています。

ゆうくん　　すいちゃん 京極町ＨＰ



第３回定例会・
　決算特別委員会が

　　　　行われました

第３回定例会・
　決算特別委員会が

　　　　行われました

令和５年

第３回定例会
９/７〜９/13

2京極町議会だより 第184号（令和5年９月定例会）

　令和５年第３回定例会は９月７日に招集され、会期を９日間と決めた

あと、諸般の報告、行政報告、監査報告、一般質問、報告１件、同意２

件、補正予算１件、その他議案２件、意見書１件、令和４年度各会計決

算認定６件を審議し、13日に閉会しました。

　また、各会計決算の認定審査は、第３回定例会で決算特別委員会に

それぞれ審査が付託されました。会期中の９月12日・13日に決算特別

委員会を開催し、その審査結果を深澤委員長から議会に報告し、認定さ

れました。

令和４年度資金不足比率　　　　       　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 −
20.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 −

令和４年度健全化判断比率　　　　　   　 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

−

（15.0）

−

（20.0）

7.9

（25.0）

−

（350.0）

※（　）は国が定めた早期健全化基準
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同

意

功
労
者
の
表
彰 

（
同
意
）

︿
特
別
功
労
者
﹀

山や
ま
ざ
き崎　

一か

ず

お雄　

氏
　

町
長
20
年
、

企
画
室
長
２
年

３
月
、
総
務
課

長
３
年
７
月
な

ど
永
き
に
わ
た
り
町
行
政
推
進
に
努

め
、
地
方
自
治
の
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
貢
献
さ
れ
た
。

︿
一
般
功
労
者
﹀

後ご

と

う藤　

耕こ
う
ぞ
う藏　

氏
　

農
業
委
員
会

委
員
24
年
、（
う

ち

会

長

職

12

年
）、
表
彰
審

議
委
員
会
委
員
10
年
、
国
民
健
康
保
険

審
議
会
委
員
９
年
４
月
、
財
産
管
理
委

員
会
委
員
７
年
９
月
、町
内
会
長
４
年
、

人
参
生
産
組
合
組
合
長
８
年
、
同
副
組

合
長
２
年
な
ど
、
永
き
に
わ
た
り
多
く

の
要
職
に
就
か
れ
、
町
行
政
の
推
進
と

農
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
貢
献

さ
れ
た
。

藤ふ
じ
な
み波　

秀ひ
で
ひ
ろ博　

氏
　

農
業
委
員
会

委
員
24
年
２
月

（
う
ち
会
長
職
１

年
４
月
）、
表
彰

審
議
委
員
会
委
員
２
年
、
財
産
管
理
委

員
会
委
員
４
年
、
よ
う
て
い
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
組
合
組
合
長
１
年
、
同
副
組

合
長
１
年
、
よ
う
て
い
酪
農
組
合
理
事

６
年
、
後
志
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理

事
２
年
９
月
、
同
副
組
合
長
理
事
３
年
、

同
理
事
12
年
な
ど
、
永
き
に
わ
た
り
多

く
の
要
職
に
就
か
れ
、
町
行
政
の
推
進

と
農
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
、
貢

献
さ
れ
た
。

鶴つ
る
お
か岡　

敏と

し

み美　

氏
　

消
防
団
員
49

年
３
月
、（
う
ち

消
防
団
団
長
３

年
、
副
団
長
８

年
、
分
団
長
６
年
、
副
分
団
長
２
年
８

月
、
部
長
２
年
４
月
、
班
長
２
年
９
月
）

の
永
き
に
わ
た
り
消
防
要
職
に
就
か
れ
、

本
町
の
安
寧
秩
序
の
保
持
に
挺
身
し
、

社
会
公
共
の
福
祉
向
上
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
。

矢や

と戸　

貢
み
つ
ぐ　

氏

　

副

町

長

８

年
、
教
育
長
８

年
、
保
育
園
長

２
年
９
月
、
民

生
課
長
４
年
、
教
育
委
員
会
管
理
課
長

１
年
３
月
な
ど
、
永
き
に
わ
た
り
町
行

政
推
進
に
努
め
、
地
方
自
治
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
し
貢
献
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
教
育
委
員
の

任
命 

（
同
意
）

内容

令
和
５
年
９
月
30
日
で
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
方
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

山や
ま
ざ
き﨑　

康や
す
の
り典　

氏

︿
任
期
﹀
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　

	

令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で

報

告

健※

全
化
判
断
比
率

※

及
び
資
金

不
足
比
率 　
　
　

　
（
報
告
済
）

内容

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
本

町
の
実※

質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
、
黒
字
の
た
め
比
率
と

し
て
出
て
き
ま
せ
ん
。

※
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
財
政
の
早
期
健

全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、﹁
実
質
赤
字
比
率
﹂﹁
連

結
実
質
赤
字
比
率
﹂﹁
実
質
公
債
費
比
率
﹂

﹁
将
来
負
担
比
率
﹂
の
４
つ
の
財
政
指
標
を

定
め
て
い
る
。
４
指
標
と
も
数
値
が
大
き

い
ほ
ど
財
政
状
況
は
悪
い
と
さ
れ
る
。

※
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
赤
字
額
が
な
い
た
め
算
出
し
て
い
な
い
。

将
来
負
担
比
率
は
将
来
に
わ
た
っ
て
の
負

担
を
収
入
が
上
回
っ
て
い
る
た
め
算
定
し

な
い
。
い
ず
れ
の
比
率
も
国
が
定
め
た
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

※
資
金
不
足
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上
と

な
っ
た
場
合
、
経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
、

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
健
全
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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財

産

の

購

入

財
産
の
購
入
に
関
し
議
決
を

求
め
る　
　
　
　

 

（
原
案
可
決
）

【
購
入
財
産
】
じ
ん
芥
車

【
購
入
金
額
】
１
８
８
６
万
５
千
円

【
購 

入 

先
】
北
海
道
日
野
自
動
車

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社	

小
樽
支
店

【
購
入
方
法
】
指
名
競
争
入
札

内容

現
在
の
じ
ん
芥
車
は
平
成
25
年

に
購
入
し
10
年
以
上
経
過
、
走

行
距
離
も
26
万
キ
ロ
を
超
え
、
老
朽
化

が
著
し
く
更
新
を
行
う
も
の
で
す
。
仕

様
及
び
能
力
は
現
有
車
と
同
等
で
積
み

込
み
プ
レ
ス
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
７
ト
ン
、

容
積
は
10
・
２
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

納
期
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
予
定
価
格
７
０
０
万
円
を
超
え
る
財
産
の	

取
得
で
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

補

正

予

算

令
和
５
年
度

京
極
町
一
般
会
計
（
第
４
回
） 

	

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
1
億
９
０
１

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
49
億
13
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税

４
０
１
０
万
円
追
加

【
繰
入
金
】

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
５
０
０
０
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

７
５
０
０
万
円
追
加

・
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

７
５
０
０
万
円
追
加

【
児
童
福
祉
費
】

・
広
域
保
育
経
費
負
担
金

60
万
円

内容

広
域
保
育
利
用
者
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
、
施
設
に
支
払
う
負

担
金
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

【
商
工
費
】

・
京
極
町
名
水
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
料

１
０
０
０
万
円

内容

名
水
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
料
に

つ
い
て
は
、
仕
様
書
に
お
い
て

指
定
管
理
料
は
５
０
０
万
以
内
、
初
年

度
の
み
支
払
う
こ
と
と
し
、
町
と
指
定

管
理
者
の
協
議
の
上
決
定
す
る
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
冬
期
間
に
お
け

る
売
り
上
げ
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る

こ
と
や
、
道
の
駅
と
し
て
の
役
割
を
維

持
し
て
い
く
た
め
通
年
の
営
業
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
指
定
管
理
料
を
初
年

度
の
み
支
払
う
こ
と
を
見
直
し
、
各
年

５
０
０
万
円
を
基
本
と
し
た
算
定
と
し

本
年
は
昨
年
度
分
と
合
わ
せ
て
１
０
０

０
万
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
す
。

【
道
路
橋
り
ょ
う
費
】

・
修
繕
料

９
０
０
万
円

・
分
筆
測
量
手
数
料

１
１
４
万
円

・
土
地
購
入
費

１
９
３
６
万
円
追
加

内容

新
規
堆
雪
場
取
得
に
掛
か
る
経

費
。

規

約

の

変

更

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
（
原
案
可
決
）

内容

構
成
団
体
の
新
規
加
入
に
伴

い
、
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。（
後
志
広
域
連
合　

加
入
）
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令和４年度決算認定

非
常
用
電
源
の
設
置
状
況

問

後
藤
委
員　

現
在
の
公
共
施
設

に
あ
る
非
常
用
電
源
装
置
は
、

進
行
中
も
含
め
て
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
、

そ
の
中
で
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
る
場

所
は
何
か
所
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
な
い
防

災
拠
点
に
、
今
後
設
置
す
る
予
定
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

答

小
野
寺
総
務
課
長　

現
在
、
非

常
用
電
源
・
自
家
発
電
設
備
は

役
場
庁
舎
・
公
民
館
・
診
療
所
・
消
防

署
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
水
場
設

備
関
係
は
各
地
区
施
設
と
下
水
道
終
末

処
理
場
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度

予
算
の
対
応
が
湧
学
館
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
２
か
所
で
す
。
避
難
所
施
設
で

見
る
と
公
民
館
１
か
所
と
な
り
ま
す
。

　

一
時
避
難
場
所
と
避
難
所
は
13
か
所

あ
り
、
避
難
生
活
が
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
は
公
民
館
・
体
育
館
・
湧
学
館
に

集
約
し
、
そ
の
後
、
小
中
学
校
と
な
る

た
め
、
今
後
よ
く
協
議
を
し
て
優
先
順

位
の
中
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
備
蓄
品
の
管
理

問

後
藤
委
員　

防
災
関
係
の
備
蓄

品
は
現
在
、
ど
の
よ
う
に
管
理

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

小
野
寺
総
務
課
長　

防
災
備
蓄

品
・
資
材
は
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー

に
食
料
・
生
活
必
需
品
含
め
て
１
か
所

で
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
避
難
所
へ
お
届
け
す

る
計
画
で
す
が
、
分
散
し
て
補
完
し
て

お
く
べ
き
と
い
う
ご
意
見
も
頭
に
入
れ

な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
の
再
検
討

問

菊
地
委
員　

プ
ラ
と
資
源
ご
み

の
袋
は
今
後
製
造
し
な
い
の
で

す
か
。
ご
み
全
体
の
政
策
上
で
有
料
化

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
有
料
で

こ
れ
は
無
料
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
再
度
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

答

笠
井
住
民
福
祉
課
長　

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
資
源
ご
み
の
袋
を
廃

止
し
て
１
年
が
経
つ
中
で
、
袋
料
金
を

取
る
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
現
状
の

プ
ラ
や
資
源
の
袋
の
使
わ
れ
方
を
総
合

的
に
調
査
し
た
上
で
、
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理

問

城
田
委
員　

生
ご
み
の
減
量
化
、

も
し
く
は
自
家
処
理
の
た
め
の

電
動
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
手
続

町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！
町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！

主

な

決

算

質

疑

旧給食センター備蓄品旧給食センター備蓄品
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き
と
補
助
申
請
の
簡
略
化
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

に
該
当
す
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、可
燃
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
ミ
ッ

ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
捨
て
や
す
く
す
る
施

策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
必
要
で
す
。

答

笠
井
住
民
福
祉
課
長　

今
後
も

生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
よ
り
処

理
機
の
購
入
を
さ
れ
た
方
で
も
10
年
が

経
過
さ
れ
た
場
合
は
再
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
の
出
し
や
す
さ
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

問

渡
邊
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
実
績
は
当
初
の
３
２
０
０

万
円
か
ら
令
和
４
年
度
で
は
１
億
３
０

０
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
増
え
て
い
っ
た
か
を
分
析
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

小
野
寺
総
務
課
長　

京
極
町
の

協
力
事
業
者
さ
ん
の
商
品
が
納

税
者
に
認
め
ら
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
協
力
事
業
者
さ
ん
の
努
力
の
た
ま

も
の
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
納
税
品
の
掲
載
を
請
け
負
う
業
者
の

数
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
選
ぶ
方
の
目
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
も
要
因
と

思
っ
て
い
ま
す
。

京
極
町
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

問

大
野
委
員　

京
極
町
ま
ち
づ
く

り
促
進
事
業
は
、
令
和
元
年
で

３
０
１
万
８
０
０
０
円
を
人
材
育
成
研

修
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
、
積
極
的
な
運
用
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
５
類
に
な
っ
て
動
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
積
極
的

に
運
用
を
促
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

令
和
元

年
度
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
海

外
で
の
研
修
の
実
績
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
あ
り
、
出
入
り
が
難
し

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
次
年
度
は

啓
発
な
ど
の
部
分
も
あ
る
の
で
有
効
に

活
用
い
た
だ
け
る
方
法
を
探
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
規
模
土
地
改
良
事
業

問

大
野
委
員　

小
規
模
土
地
改
良

事
業
は
補
助
率
を
上
げ
て
も
ら

い
、
よ
り
使
い
や
す
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
状
況
で
個
人
的

に
や
り
た
い
こ
と
も
出
て
き
て
い
ま
す

し
、
実
際
的
に
道
を
含
め
て
国
の
補
助

は
受
け
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
単
独
で
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が

で
き
る
環
境
を
今
後
も
維
持
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

答

菊
地
産
業
課
長　

令
和
５
年
度

か
ら
補
助
率
を
か
さ
上
げ
と
い

令和4年度歳入歳出決算

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 46億5178万3840円 44億　 44万9817円 2億4933万4023円

後期高齢者医療特別会計 5383万9650円 5383万8450円 1200円

国民健康保険事業特別会計 1億2718万7524円 1億2709万9624円 8万7900円

国民健康保険診療所特別会計 1億5706万3207円 1億5706万3207円 0円

水 道 特 別 会 計 7億7111万1475円 7億7111万1139円 336円

下 水 道 特 別 会 計 1億1987万6081円 1億1987万5592円 489円

ふるさと納税返礼品　ドッグハウスふるさと納税返礼品　ドッグハウス
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う
こ
と
で
30
％
に
引
上
げ
て
お
り
、
春

の
耕
作
前
に
多
少
使
用
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
い
る
状
況
で
す
。
皆
様
の
農
地

を
守
っ
て
い
く
認
識
と
い
う
の
は
、
非

常
に
高
い
も
の
と
我
々
も
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
意
識
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
協
力
で
き
る
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

京
極
町
民
間
賃
貸
共
同
住
宅

建
設
促
進
事
業
補
助
金

問

村
上
委
員　

京
極
町
民
間
賃
貸

共
同
住
宅
建
設
促
進
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
町
民
の
住
環
境
の
向
上

と
定
住
人
口
の
確
保
、
人
口
増
の
た
め

に
も
Ｐ
Ｒ
等
を
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
経
過
か
ら

効
果
等
を
３
点
お
聞
き
ま
す
。

　

１
点
目
は
補
助
支
援
の
施
行
年
度
で

す
。
２
点
目
は
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
条
件
で
す
。
３
点
目
は
補
助
、
支
援

の
施
行
後
の
年
度
別
件
数
を
お
聞
き
し

ま
す
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

こ
の
事

業
は
令
和
２
年
度
よ
り
実
施
、

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
助
成
内
容
は
、

本
町
の
区
域
内
に
１
棟
当
た
り
４
戸
以

上
の
共
同
住
宅
、
ま
た
は
長
屋
の
賃
貸

住
宅
を
新
築
し
て
、
所
有
者
と
な
る
個

人
、
法
人
に
対
し
て
建
設
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
町
内
に
住
所

を
有
す
る
事
業
者
が
建
設
の
場
合
は
上

限
１
２
０
０
万
円
、
そ
れ
以
外
の
方
は

１
０
０
０
万
円
の
上
限
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
績
は
、
施
行
後
ゼ
ロ
件
の
現

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
極
温
泉
高
齢
者
等
利
用
料

負
担
金

問

村
上
委
員　

町
内
に
在
住
す
る

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
保

持
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
京
極

温
泉
に
週
２
回
無
料
で
入
館
、
入
浴
が

で
き
る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
経
過
か
ら
効
果
等
を

３
点
ほ
ど
お
聞
き
ま
す
。

　

１
点
目
、
令
和
４
年
度
の
京
極
町
の

70
歳
以
上
の
対
象
者
は
何
名
で
す
か
。

２
点
目
は
対
象
者
の
京
極
温
泉
へ
の
往

復
路
の
交
通
手
段
と
し
て
バ
ス
の
再
検

討
は
い
か
が
で
す
か
。
３
点
目
は
令
和

４
年
度
対
象
者
の
入
館
延
べ
人
数
及
び

予
算
施
行
金
額
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

行
天
健
康
推
進
課
長　

１
番
目

の
京
極
町
の
70
歳
以
上
の
対
象

者
で
す
が
、
４
９
３
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
番
目
の
京
極
温
泉
へ
の
往
復
路

の
交
通
手
段
は
、
各
自
ご
自
宅
の
自
家

用
車
、
徒
歩
、
あ
る
い
は
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。
３
番
目
の
令
和
４
年

度
対
象
者
の
入
館
延
べ
人
数
と
予
算
執

行
金
額
で
す
が
、
延
べ
利
用
人
数
は
１

万
２
２
２
４
名
で
月
平
均
１
０
１
８
名

で
す
。
費
用
は
７
３
３
万
４
４
０
０
円

で
、
予
算
が
８
８
２
万
円
で
し
た
の
で
、

１
４
８
万
５
６
０
０
円
の
不
用
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
助
成
事
業

問

中
村
委
員　

乳
幼
児
医
療
助
成

事
業
の
制
度
概
要
と
医
療
費
無

償
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答

笠
井
住
民
福
祉
課
長　

３
歳
未

満
の
乳
幼
児
、
ま
た
は
非
課
税

の
方
は
初
診
時
５
８
０
円
の
負
担
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
以
外
の
方
は
窓
口
で
支

払
っ
た
医
療
費
の
１
割
分
を
町
で
負
担

す
る
制
度
で
す
。
医
療
費
の
無
償
化
は
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援

問

中
村
委
員　

障
害
を
持
っ
た
困

難
さ
は
、
そ
の
子
の
特
性
に

合
っ
た
学
び
の
機
会
を
用
意
し
、
提
供

す
る
こ
と
で
軽
減
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
支
援
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

行
天
健
康
推
進
課
長　

保
育
園
、

教
育
委
員
会
、
学
校
と
連
携
を

京極温泉京極温泉
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し
て
、
保
護
者
の
同
意
の
上
で
私
た
ち

も
教
育
相
談
等
に
同
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
学
校
生
活
等
の
集
団
の
場
面
で
の

対
応
や
自
宅
で
で
き
る
療
育
を
話
合
い

な
が
ら
、
お
子
さ
ん
が
将
来
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
障
害
や
特
性
を
抱
え
な

が
ら
も
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
、
専
門
職
や
関
係
機
関
と
協
力
し

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

ふ
き
だ
し
公
園
施
設
等
の

今
後
の
利
用
方
法

問

菊
地
委
員　

ふ
き
だ
し
公
園
の

関
係
で
い
く
つ
か
お
聞
き
し
ま

す
。
名
水
プ
ラ
ザ
は
建
て
替
え
る
考
え

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
プ
ラ
ザ
側
の
売

店
建
物
も
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
も
老
朽
化
し
て
い

ま
す
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
観
賞
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
建
設
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

　

ま
た
、
遊
具
の
増
設
、
水
遊
び
場
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答

兼
松
企
画
振
興
課
長　

遊
び
場

は
既
存
施
設
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
、
ま
ず
は
新
し
い
も
の
よ
り
も

修
繕
中
心
に
進
め
る
べ
き
と
い
う
ご
意

見
の
中
で
、
遊
び
場
な
ど
は
保
留
と

な
っ
て
い
ま
す
。
名
水
プ
ラ
ザ
の
建
て

替
え
は
雨
漏
り
な
ど
の
老
朽
化
、
暑
さ

な
ど
築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

場
所
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

取
組
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ザ
側
の
売
店
は

名
水
プ
ラ
ザ
の
建
て
替
え
時
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
は

観
賞
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
と
い
う
ご

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
場
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
子
供
も

い
ま
す
の
で
、
新
し
い
遊
具
が
必
要
か

な
ど
、
検
討
中
で
す
。

ひ
ま
わ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

問

城
田
委
員　

ひ
ま
わ
り
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
医
療
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。﹁
ひ
ま
わ
り
便
り
﹂
で
町

民
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

答

松
田
診
療
所
事
務
長　

医
師
は

４
名
体
制
で
、
所
長
が
不
在
で

も
休
診
に
せ
ず
に
運
用
が
で
き
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
医
師
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。﹁
ひ
ま
わ
り
便
り
﹂
は
発
行

が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て

出
し
て
い
き
ま
す
。

隣
接
住
民
の
雪
ト
ラ
ブ
ル

問

渡
邊
委
員　

京
極
町
に
も
住
宅

が
立
ち
並
ん
で
き
ま
し
た
。
数

年
前
か
ら
外
国
人
や
新
し
い
人
が
町
内

に
入
っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
建

物
を
建
て
て
い
ま
す
。
現
在
、
建
て
よ

う
と
し
て
い
る
建
物
が
隣
の
建
物
と
近

く
て
、
雪
で
問
題
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
心
配
を
し
、
何
か
決
め
事
を
つ
く
ら

な
く
て
よ
い
の
か
と
指
摘
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
話
合
い
な
ど
が
さ
れ
て

い
れ
ば
そ
の
経
過
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答

加
藤
建
設
課
長　

新
た
な
家
が

建
っ
て
い
る
中
で
、
横
と
の
幅

や
そ
う
い
う
部
分
の
関
係
は
、
都
市
計

画
区
域
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

建
ぺ
い
率
や
幅
が
い
く
つ
か
、
と
い
う

取
り
決
め
が
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
規
則
の
部
分
が
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、﹁
建
築
届
を
出
さ
れ
る
際
に
雪

も
多
い
の
で
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と

口
頭
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
、
規
則
な
ど
の
制
定
ま
で
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ふきだし公園遊具ふきだし公園遊具
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意 見 案

国土強靭化に資する道路の
整備等に関する意見書　（原案可決）

提出者　大野利明議員

　北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の１以上を占める広大な大地と海に育まれた豊富

で新鮮な食を強みに我が国の食料供給を担うとともに、特有の歴史・文化や気候風土などを有しており、こ

れらの独自性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を目指している。

　こうした中、地域の産業を支える本道の道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化する自然災害による交通

障害の発生や、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震のリスクが増大するなど、防災・減災、国土強靭化の取

組が喫緊の課題になるとともに、道路施設の老朽化や通学路等の安全対策の推進が大変重要となっている。

　今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する地域が持つ潜在力が最大限発揮されるよう、

平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的な物流や広域周遊観光を支える道路

の整備が必要不可欠である。加えて、積雪寒冷の本道においては、安定的な除排雪体制の確保など、冬期

間の住民の安全・安心を図ることが必要である。

　そのため、地方財政が依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準が上昇する中、道路整備・管

理に必要な予算を安定的に確保することが重要である。

　よって、国においては、国土の骨格を形成する高規格道路から国民の日常生活に最も身近な市町村道に

至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」

をより一層推進するため、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１　道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の創設及び必要な予算を確保すること。

２　「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財源を例

年以上の規模で確保するとともに、５か年加速化対策期間完了後も、昨今の地震・豪雨・豪雪などの災

害の状況も踏まえ、国土強靭化に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保し、継続的に取り組むこと。

３　高規格道路におけるミッシングリンクの解消及び暫定２車線区間の４車線化や、直轄国道の連携による

ダブルネットワークの構築など、国土強靭化に資する災害に強い道路ネットワークの整備を推進するこ

と。

４　橋梁、トンネル等の老朽化対策を推進し、予防保全による道路メンテナンスへ早期に移行するため、維

持管理・更新事業に必要な技術的支援の拡充や予算を長期安定的に確保するほか、舗装修繕等の維持

管理に係る制度創設や財政支援の充実・強化を図ること。

５　地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、子どもたちの安全安心を守る通学路等の交

通安全対策を強化・推進するとともに、冬期における安全な道路交通を確保するための道路整備や除

排雪を含む安定した維持管理の充実に必要な予算を確保すること。

６　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・強化を図

ること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

令和５年９月７日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　																			　　	北海道虻田郡京極町議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　																			　　	議　長　小　柳　光　義

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・国土交通大臣・国土強靭化担当大臣
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

運
営
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
や

低
賃
金
で
の
労
働
を
心
配
し
て

い
ま
す
。
公
的
機
関
で
働
く
非
正
規
雇

用
者
の
処
遇
の
現
状
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

京
極
温
泉
の
人
員
不
足
、
危
険
物
の

取
扱
い
に
対
し
、
有
資
格
者
の
配
置
は

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
集
客
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
名
水
プ
ラ
ザ
の
冬
期
間
は
、
観

光
客
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
や
近
隣
町

村
の
住
民
や
、
新
幹
線
な
ど
の
工
事
関

係
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
シ
フ
ト
す
る
な

ど
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

佐
古
岡
町
長　

京
極
温
泉
の
人

員
・
危
険
物
の
管
理
者
不
足
、

賃
金
や
労
働
条
件
等
は
、
ど
う
し
て
も

労
使
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で

す
。
労
働
基
準
法
等
の
法
令
に
遵
守
し

た
労
働
環
境
を
確
保
す
る
よ
う
、
指
定

管
理
者
の
ほ
う
に
求
め
、
と
も
に
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

名
水
プ
ラ
ザ
は
冬
期
間
の
開
館
は
必

須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
町
か
ら
の

支
援
が
必
要
で
す
。
指
定
管
理
料
の
補

正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
施
設
の
修
繕
等
は
適
宜
実
施
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

京
極
温
泉
の
有
資
格
者
の
配
置

は
必
要
な
の
か
、
は
っ
き
り
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

労
働
環
境
や
処
遇
を
正
す
た
め
に
は
、

最
低
１
年
間
ぐ
ら
い
直
営
と
し
て
営
業

し
て
み
る
こ
と
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
極
温
泉
と
名
水
プ
ラ
ザ
の

休
暇
は
、
月
に
８
日
間
、
年
間
96
日
し

か
休
み
が
な
い
は
ず
で
す
。
適
切
に
指

導
や
十
分
な
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
方
向
に
進
む
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長　

京
極
温
泉
に
危

険
物
の
取
扱
い
者
は
必
要
で
す
。

現
在
、
危
険
物
の
取
扱
い
者
は
い
な
い

の
で
消
防
等
と
も
確
認
を
し
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
と
も
早
急
に
管
理
者
を
置

く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

直
営
は
正
直
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
改
め
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
人
員
確

保
や
給
料
の
確
保
、
休
み
を
取
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
に
も
し
っ
か
り
と
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
極
温
泉
と
名
水
プ
ラ
ザ
の　
　

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
て
い
ま
す
か

町	長

雇
用
者
の
処
遇
・
施
設
の
運
営
を
含
め

指
定
管
理
者
と
連
携
を
取
り
、
改
善
し
て
い
く

城
し ろ

田
た

幸
ゆ き

俊
と し

議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

有
害
鳥
獣
対
策

問

こ
こ
数
年
、
熊
の
出
没
が
頻
発

し
、
町
民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
を
求
め
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数
、
駆
除
予
定
数

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

鹿
肉
の
有
効
利
用
の
道
を
探
る
こ
と
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答

佐
古
岡
町
長　

具
体
的
な
対
策

の
一
案
と
し
て
、
ヒ
グ
マ
と
の

共
存
を
図
る
た
め
の
有
用
な
情
報
の

﹁
ヒ
グ
マ
・
ノ
ー
ト
﹂
と
い
う
冊
子
を
町

内
各
戸
に
配
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
猟
友
会
に
よ
る
巡

回
や
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
の
発
信
、
出
没

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
場
所
で

の
、
花
火
に
よ
る
追
い
払
い
や
箱
わ
な

に
よ
る
捕
獲
な
ど
も
併
せ
て
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
エ
ゾ
シ
カ
の
推
定
生
息
数
等

は
お
よ
そ
６
３
０
頭
程
度
が
生
息
し
て

お
り
、
駆
除
予
定
数
は
年
間
１
２
０
頭

以
上
を
目
標
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

鹿
肉
有
効
利
用
の
一
部
は
熊
や
カ
ラ

ス
の
捕
獲
用
の
箱
わ
な
内
に
設
置
し
、

寄
せ
餌
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
現
地
等
で
の
埋

設
に
よ
り
処
理
し
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
食
肉
加
工
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
処
理
な

ど
、
捕
獲
個
体
を
資
源
化
し
て
い
く
方

法
も
探
る
こ
と
は
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
埋
設
以
外
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

京
極
町
で
も
集
落
支
援
員
制
度

を
利
用
し
て
人
材
を
確
保
、
育

成
し
、
狩
猟
か
ら
食
肉
ま
で
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
戦
略
化
を
行
い
、北
海
道
は
﹁
認

証
制
度
﹂
が
あ
る
の
で
、
そ
の
認
証
制

度
に
の
っ
と
っ
た
も
の
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長　

処
理
加
工
施
設

の
整
備
、
ま
た
は
確
保
、
そ
の

後
の
商
品
開
発
、
流
通
体
系
の
確
立
な

ど
の
課
題
も
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
近
隣
の
町

村
と
協
力
体
制
を
取
る
こ
と
も
探
っ
て

い
き
、
近
隣
の
羊
蹄
山
麓
が
一
体
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
集
落
支
援
員
制
度
も
含

め
、
近
隣
町
村
と
も
声
を
か
け
な
が
ら
、

有
効
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

認
証
制
度
は
、
道
内
を
見
る
と
後
志

は
１
つ
も
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、

後
志
に
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
も
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

エゾシカエゾシカ
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今回は84名が表彰されました今回は84名が表彰されました

毎年テーマを決めて開催されています毎年テーマを決めて開催されています

後志町村議会 議員研修会  場所：積丹町総合文化センター

令和５年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会  
場所：東京都　渋谷公会堂

議会の権限と議員の役割を学ぶ

監査功労者表彰式が行われました

８月29日、積丹町において開催された後志町村議会議員研修会に、議員多数が出席しました。

10月24日、25日に東京都で令和５年度町村監査功労者表彰式が挙行されました。

８
29

10
24・
25

　全国町村議会議長会議事調査部部長の飯田厚氏が「議会の権限と議員の役割」と

題した講演をされ、議会と町の関係、議員の資格・義務など初心に立ち返り、議会

議員の在り方について改めて考えることができ、とても有意義な研修となりました。

　町村等監査委

員として７年以上

在職し、功労の

あった方74名。町村監

査事務職員及び関係協議

会職員として10年以上在

職し、功労のあった方10

名、計84名の方が表彰

されました。

　京極町議会から菊地議

員が表彰されています。

おめでとうございます。

【講師紹介】
全国町村議会議長会議事調査部

部長 飯
い い だ

田厚
あつし

 氏

1995年、全国町村議会

議長会採用。総務部、政

務部、共済会業務部、総

務部副部長、企画調整部

副部長等経て、2020年、

共済会業務部長。2021

年に議事調査部長とな

り、町村議会の活性化及

び議会制度の改善につな

がる調査・研究を担当す

るとともに、町村議会の

議員報酬の在り方に関す

る研究に携わる。
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（訂正）前回183号P9の「議会活動日誌」で6/17京極小学校運動会（ 議長）→（ 議員多数）に訂正いたします。

１日
議会だより編集委員会

３日
町政功労者表彰式（公民館）

８日
監査委員・補助職員研修会（札幌市）菊地議員

１日
宵宮祭（京極八幡神社）

２日
京極八幡神社例大祭（京極八幡神社）

５日
敬老会（公民館）

７日
令和５年度第３回
京極町議会定例会　開会

８日
自由民主党北海道第４選挙支部移動政調会
（羊蹄山麓地区）（倶知安町）　

12日
決算特別委員会

13日
決算特別委員会
令和５年度第３回京極町議会定例会
再開・閉会

14日
水道施設視察（ふきだし公園）

21日
しりべし高速交通ネットワークフォーラム
2023〜「世界の後志」を目指して〜
（倶知安町）　

15日
京極小学校学芸会（小学校）

18日
産業建設常任委員会所管
事務調査（町内一円）

19日
総務常任委員会所管事務調査（倶知安町）

20日
令和５年度京極町共楽クラブ観楓会（公民館）　

21日
ほかほかまつり（福祉センター）

23日
後志女性議員研修会 （倶知安町）中村議員

24・25日
令和５年度町村監査功労者表彰式・町村監

査委員全国研修会（東京都）菊地議員

27日
委員会自主協議会・全員協議会

議会活動日誌

8月
29日

30日

31日

後志町村議会議員研修会（積丹町）

地熱発電現場視察（町内）

産業建設並びに総務合同常任委員会・議会運営委員会

14日
議会だより編集委員会

18日
羊蹄山ろく消防組合

創立50周年記念式典（倶知安町）　

20日
議会だより編集委員会

9月

出席者はこのように表記しています　 議長　 副議長　 正副議長　 全員・議員多数

11月

10月

議会議員は議会議員は
定例議会や臨時議会の定例議会や臨時議会の
ほか、各種研修やほか、各種研修や
町内の行事などに町内の行事などに
参加しています。参加しています。
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　野球をする子供が少なくなる中、保護者の皆様　野球をする子供が少なくなる中、保護者の皆様

をはじめ、少年団OB、地域の皆様のご支援、ごをはじめ、少年団OB、地域の皆様のご支援、ご

協力頂きながら、野球をやりたい！と思う子供、協力頂きながら、野球をやりたい！と思う子供、

子供に野球をやらせたい！と思う保護者が増える子供に野球をやらせたい！と思う保護者が増える

よう活動を行っていきたいとよう活動を行っていきたいと

思います。思います。

これからの活動について一言

現在の団員数など活動内容を教えてください
　現在の６年生３名、５年生２名、４年生１名の計６名の団員数で単　現在の６年生３名、５年生２名、４年生１名の計６名の団員数で単

独ではチームが組めず、羊蹄野球スポーツ少年団、真狩ハンターズ独ではチームが組めず、羊蹄野球スポーツ少年団、真狩ハンターズ

と３チーム合同でYKMスワローズとして活動しています。また、新と３チーム合同でYKMスワローズとして活動しています。また、新

人チーム（５年生以下）からはニセコ野球スポーツ少年団も加わり人チーム（５年生以下）からはニセコ野球スポーツ少年団も加わり

４チーム合同で活動することとなりました。夏場は毎週火〜土曜日に４チーム合同で活動することとなりました。夏場は毎週火〜土曜日に

京極小学校グラウンドで「連携」「試合形式」等の練習をし、土、日京極小学校グラウンドで「連携」「試合形式」等の練習をし、土、日

曜日は練習試合や大会へ出場しています。冬場は総合体育館で週３曜日は練習試合や大会へ出場しています。冬場は総合体育館で週３

回、火、木、土曜日に「基礎体力アップ」「打つ、投げる、捕るの基本」回、火、木、土曜日に「基礎体力アップ」「打つ、投げる、捕るの基本」

等の練習を主に行っています。等の練習を主に行っています。

京極町野球スポーツ少年団京極町野球スポーツ少年団

京極町で「ガンバル人」を紹介します京極町で「ガンバル人」を紹介します第  10 回

第10回は、野球少年団の指導者の半
はんだ

田さんです。

団の活動方針は？

　子供達に野球が楽しい、野球が好き！という気　子供達に野球が楽しい、野球が好き！という気

持ちを持ってもらえるような指導をし、チーム全持ちを持ってもらえるような指導をし、チーム全

員が楽しく野球をすることを第一に、勝つ喜び、員が楽しく野球をすることを第一に、勝つ喜び、

負ける口惜しさを感じ、中学、高校、大人になっ負ける口惜しさを感じ、中学、高校、大人になっ

ても野球を続けたいと思ってもらえるよう、活動ても野球を続けたいと思ってもらえるよう、活動

を進めています。を進めています。

活動を通して身につけてほしいことは？
　野球を通して、挨拶や相手を思いやる心、感謝の気持ちを身につけ、　野球を通して、挨拶や相手を思いやる心、感謝の気持ちを身につけ、

自分の身の回りの整理整頓、道具の手入れを自分たちで積極的にでき自分の身の回りの整理整頓、道具の手入れを自分たちで積極的にでき

るような選手に成長していってほしいと思っています。るような選手に成長していってほしいと思っています。

みんなみんなのの声声をを町政町政にに

「陳情」「請願」をご存じですか？

　町政への要望や意見を議会に提出することが

できます。議員の紹介のあるものを請願、ない

ものを陳情と呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会運営委員会で

協議し、付託された委員会で審査することに決

定したものは慎重に審査され、本会議で最終的

に採択か不採択になります。採択されたものは、

町長などにその結果を伝え、実現を図ります。

議会を「傍聴」しませんか？

　京極町議会の本会議は、どなたでも傍聴でき

ます。庁舎２階の議会事務局で受付を行ってい

ますので、ぜび傍聴にお越しください。

次回定例会は12月中旬開会予定です。

令
和
５
年
９
月
、
第
３
回
京
極
町
議

会
定
例
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。　

身
近
な
議
会
の
広
報
ツ
ー
ル
議
会
だ
よ
り
１
８
４
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
議
会
で
の
各
議
員
の
質
問
や
発
言
、
あ
わ
せ

て
活
動
な
ど
を
町
民
の
皆
様
に
内
容
を
少
し
で
も
具
体
的
に

お
知
ら
せ
し
、
開
か
れ
た
議
会
の
様
子
を
お
伝
え
す
べ
く
、
よ

り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
励
み
、
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
名
誉
あ
る
町
政
功
労
者
表
彰
式
が
４
年
ぶ
り
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
５
名
の
皆
様
に
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

永
年
の

ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
紙
面
作
成
に
当
た
り
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。　

				

										

（
村
上
敦
）

編

集

後

記


